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法教育推進協議会 御中

報 告 書

平成２３年５月１０日

日本司法書士会連合会

法教育推進委員会委員

司法書士 沖本真由美

（広島司法書士会所属）

事業名称 第２回親子法律教室

「えぇがに分けてみんさい！～何が公平か、いっしょに考えよう～」

日 時 平成２３年３月２７日（日）１４時～１６時

場 所 広島司法書士会 地下ホール

主 催 日本司法書士会連合会、広島司法書士会

対 象 小学生（３年生・４年生・５年生）とその保護者

申 込 者 ２０７組４５９名（抽選）

参 加 者 ２３組４９名（予定２０組４０名）

小学生 ３年生：１１名 ４年生：８名 ５年生：７名

保護者 ２３名

決 算 収入（１，０８４，９４０円）

支出（１，０８４，８３６円）

ね ら い

・「公平・公正」の理解（貢献度・必要度・能力度）

第１部：貢献度に応じた公平さの理解

第２部：必要度に応じた公平さの理解

・デーモンの発達段階（別紙）６段階を念頭においてシナリオを作成
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・上記発達段階の段階５（個人の尊重）までは，持っていきたい

実施状況 別紙「第２回親子法律教室 日程表」のとおり

実施内容

【総合司会】広島司法書士会会員 沖本真由美

（注意事項、連絡事項、配布物の確認含む）

【開会挨拶】広島司法書士会 会長 清水富美男

【アイスブレーク】

別紙「はじめまして」カード使用、参加者同士で自己紹介

【第１部 ケーキを分ける】

〔形 態〕

・子どものみ参加、保護者は後部座席で見学

・子ども ６グループ（４～５名を１グループ）

・各テーブルに１名担当司法書士

・各々に考えてもらう（子ども達一人一人にケーキのシートを準備）

〔進 行〕

・司会：瀬戸将典（広島司法書士会会員）

・ボールボーイ（よしもと広島）

〔内 容〕

・ボールボーイがドラえもん・ジャイアンに扮し、クリスマス会のケーキの分け

方（８等分してあるケーキ）を説明

・ジャイアンの強引なケーキの分け方について、公平に行われているか、子ども

達で議論してもらい、各テーブルを司会・ボールボーイが一緒にまわりながら

子ども達に問いかけ、子ども達が意見を発表

設定（ジャイアンのケーキの分け方）

ジャイアン：６個

スネ夫 ：１個

のび太 ：１個

しずか ：０個

・次に、各自に以下の貢献度を加え、さらに議論・発表。

設定 しずか：ケーキを作ったがクリスマス会は母親が急病になり不参加

スネ夫：会場として自宅を提供、飾り付けを行った
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のび太：ケーキの材料を準備、しずかとケーキを一緒に作った

ジャイアン：しずかからケーキを預かった、自身のリサイタルの準備

・別紙「ワークシート」に考えたこと・感想を記入

【第２部 少なくなった水を分ける】

〔形 態〕

・子どもとその保護者は同テーブルに着席

・各テーブルに担当司法書士

・パワーポイント使用

・各テーブルごとに考えてもらう（１テーブルに１セット）

〔進 行〕

司会：湯澤俊樹（広島司法書士会会員）

〔内 容〕

・はじめに、パワーポイントを用い、アフリカでは水が足りていない、そのため

井戸を掘って水を確保し、利用について公平の観点からルールを作り、みんな

がそれを守っていることを説明

・もし、今、一人一日使用している水が足りなくなった場合、誰にどのように分

けることが公平か、各テーブルで議論の上発表してもらう

ペットボトル１．８リットル分の水が家族の１日に必要な量とし、具体的に各

家族のコップに水を分けてもらう

コップは６個＋自由に使える空のコップ１個

設定 お爺ちゃん：病気で水が他の人より多く必要

お婆ちゃん

お父さん

お母さん：赤ちゃんにミルクを飲ませている

子ども１

子ども２

【まとめ】

司法書士による子ども達・保護者向けのメッセージ

・法教育の枠組みの中で、今回の法律教室が目指した目標設定

・今回の親子法律教室の目標設定

・「ワークシート」に考えたこと・感想を記入（子ども達）

・「アンケート用紙」記入（保護者）
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【修了証書授与】

〔進 行：総合司会が参加者の氏名読み上げ〕

広島司法書士会会長 清水富美男

広島司法書士会副会長 湯澤俊樹（第２部司会）

〔内 容〕

保護者含む全員の氏名を読み上げ、修了証書を手渡し

【閉会挨拶】日本司法書士会連合会 常任理事 山本一宏

実施に関する参加者の感想等（保護者アンケートより抜粋）

〔ボールボーイに関して〕

・名前は今日はじめて知りましたがとても例えがよく、また盛り上げ方も上手で、さ

すがプロですね。

・ゲストの方なしでいきなり話し合う、というのは難しかったと思います。ありがと

うございました。

・少しかたいテーマですが、ボールボーイのお二人のお陰で楽しくテーマに取り組め

たと思います。

・間の取り方がよくて、興味を引き出してくれた。

・楽しい語り口調で、子供たちも私も笑いを交えながら問題に取り組めたのではと思

います。

・子供たちが笑顔になっていたので良かったです。

・とてもユーモラスがあり、楽しい雰囲気でこの講義をすすめていただき、とても良

かったです。

・とてもおもしろかったです。プロの芸人ですね！強く思いました。とても和んだ雰

囲気で講義をうけることができました。

・元気があって、子供の緊張を和らげて頂いてとても良かったと思います。

〔その他気づいた点について〕

・いろんな意見を引き出してくださったことに感謝します。

・学校内では時間内に意見がまとまらないといけないように言われますが、法律の世

界では、意見が分かれるという答えもありなのだと思いました。正解はないと言わ

れましたが、第１部・第２部の中で親子共々そう実感できたと思いました。

・最後にこういった考え方もある、という例を出されるのかと思いましたが、最後ま

で自分達で考える姿勢がなるほど、と思いました。これからもしっかり考えて行く

必要があると思いました。ありがとうございました。

・ケーキ（報酬）についての考え方の導入など、条件次第での人の考え方に違いが出
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てくることへの気づきの提案。水に関しては、子ども達の優しい一面に触れること

ができました。貧しい経験をしたことのない日本人ですが、東北の震災を見ても素

晴らしい文化レベルがあるようです。弱者への気遣いができる人間に成長してほし

いです。今日は気づきを与えていただき、ありがとうございました。

・今、実際地震の影響で出ている問題だと思い、考えさせられました。常識も、国や

地域によって、年代によって変わります。どの国の、どの年代にいっても、人とし

て気持の良いことは何か、悪いことは何かを根本にして、物事を考え、進めていけ

たらと思います。

・もう少し講義の時間があった方が良かった。

・子供には、自分だけでなく、他の人のことも考えなくてはならないことが良く理解

できたかと思います。

・公平の難しさを学びました。

・震災もあり、本当に必要な人のところへ分けてあげること、助けあうべきことを学

べて良かったと思います。

・震災後、毎日の報道の中で、今日のテーマ「分ける」を考える場面を多く見ていま

した。そのため、より一層【公平・平等】を考えることの大切さ、難しさを思いま

した。

・講義内容がとても良く練られており、子ども達も真剣に取り組んでいました。参加

できたことに大変感謝しております。

・何が公平か、広い視野で考えることは、これからも役に立っていくと思います。今

日はどうもありがとうございました。

・一番後ろの席は見えづらかったです。自己紹介のときに学校名も言うと、もう少し

打ち解けられたかと思います。

・分けることについて（公平について）親子共々深く考えさせられました。

実施後の感想

小学校中高学年が対象であるため長時間に及ぶ法律教室は難しく、短時間の中でど

こまで子ども達に理解してもらうか、内容を複雑にしてしまうと子どもの中に混乱が

生じるため、目標設定のポイントを絞り、できるだけシンプルに設定した。

広島県内各地域からの参加であるため、初めて会う子ども達相互間の緊張をほぐすた

めの工夫（はじましてカード）は必要であることを改めて感じた。

第１部においては、子ども達自身まだ周りの状況には慣れていないこともあり、子ど

も達をひきつけるためにも、話のプロ（ボールボーイ）に、手伝っていただいたこと

によって、テンポよく、また適度に盛り上げていただきながら進み真伸びもしなかっ

た。

子ども達は、大人が思っている以上に、たくさんのことを真剣に考えていることも発
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表やワークシート、保護者のアンケートより再認識できた（子どもを子どもにしてし

まうのは大人である）。

定員２０組４０名予定のところ申込が２０７組４５９名と予測を超えた申し込みが

あり、申込段階においては、小学生から直接連絡があり「開催日当日は親が用事で参

加できない、友達と一緒に参加することはできないですか？」という問い合わせもあ

り、今回に関しては法律教室の趣旨、セキュリティーの面から断らざるをえなかった

が、今後の開催にあたっての検討要素としたい。

現在、裁判員制度も始まり、また幼稚園から高校までの学習指導要領も改訂され「法

教育関連事項」も盛り込まれたため、今後もニーズは益々高まることが予想される。

以 上



11 子どもの公正概念の発達論� 

WWhat Do You Stand Fodの初等用単元f公正� (Fairness)Jは、認知心理学者デーモン� (William 

Damon)による公正模造:の発達識に影響を受け単況が開発されたと考えられる。ここでは、まず

デーモンの所檎5)を憲法教育の視点から考委譲してみたい。� 

1 デーよそンによる子どもの公JE援護訟の発意識

デーモンは3水準6段階からなる公正概愈の発達段階を案能的に明らかにした。設の発遺段階論

は、文化の違いがある我が留においても追試されその妥当性が検寵されている。デ…モンは、ピア

ジぉ� (Piaget)、と2 …Jレパーグ� (Kohlberg)らの認知的発達理論に大きく彰轡を受けた。� rアジェ

は子どもの道纏性発壌を� f他薄から自樟へJの過程として捉えた。さらにコールパーグがその理輪

安糟綾犯し、議纏性発達の� 6段階論を捷起した6)。しかし、コールパ…グ璃織は、� φ青年期以降

を中心に欝査をし、続児類や児童期の発達を軽摂していること、窃道徳性愛婿広く包括的に論じた

ため、� f公正j、f責佳J、f犠キむといった個々の銅笹概念の発濯を明らかにしていない、といった

際親があった。

そこで、デーモンは分配場面における子どもの公正の判断理由に注認し、� 4識から� 8識の子ども

(後に 4歳から� 1Q識)惑と対象に子どもたちがどのような基準で公蕊を判断しているのか輯棄L急車
デーモンが寵査のため使用した例諾は、以下のよう訟ものであるη。

4人の子どもたちで、ブレスレッドづくりのお手伝いをしました。ご藤美� iとアイスクリーム

を8つもらい、みんなで分けることになりました。� Aさんは他の3人より� 2蟻くらい年下でした

が、イ患の� 3入は間じ藤でした。� Aさんは一番年下で作ったプレスレッドも一番少なかったですo 

gさんは最もたくさんのプレスレッドを作りました。Cさんは4入のなかで一番大きかったです。� 

Dさんは、もっともキレイなプレスレッドを作りました。さて、どのようにしてど褒集者分けま

しょう治、

デ…モンは伊j語iと対する子どもたちの回答を特に公正を判断する理恵づけに住到し分析し、畿� 1 

iこ示すような6段階の公正誠念発達踏を提起した。畿の公正概念の発逮段i替は、� O水準� f自己欲求

による濯沌とした判断j、1水準� f彰式的平等を中心とする換軟性のない判断j、2水準� f髄人の薄

盤と状況に応じた柔軟性のある判断j の大きく� 3つの水準からなる。

。水準は� f自己歓求iにもとづく斡断の段階である。第 1段階Q-Aでは、自分が述べた分配案

の理由を� fわからないj、f私はそうしたいj のように述べる。判断は多くの場合� fそうしたいj と

いう子どもの� f自己欲求Jから導き出される。例話iこ対して説、� f私はAさんが好きだから、� Aさ

んにたくさんあげたいj といった問答者する。続く第2段離Q-Bでは、「大きい子にたくさんあ

げるム「男の子は少しでよいj というように、身体の大きさや性別といった外見的特捜拡基づいた

理寝づけがなされる。伊j認に対しては、� rcさんは体がいちばん大きいから、� Cさんにたくさんあげ

る J といった回答をする。このように、 0水準は、他者に自己の見解を正~化しようとする意識が

ない設時であり、「自巴欲求を中心とした龍持とした判断j が中心となる。

続く� I水準では、子どもたちに公正の判断基準が芽生え始め� f形式的平等を恥むとする柔軟性の

ない判断Jがなされる。第3段階1…Aでは、� fみんな開じ数にするj、f興じにしないとケンカに

なるj というように形式的な平等会基準として判断がなされる。例話に対してはは人ともみんな

閉じようにあげるj といった田容をする。続く、第4段階� l-Bでは、� fがんばった子にたくさん

あげるん「作った数が少ない子ども泣少なくするJというように賞献や功績合評価し、それ基づく

分艶を公正であると考える。例措記対しては、� fちさんはもっとも多くのプレスレットを作り、� 
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表� 1 デーモンによる公正概念の発達段階

段


階
 

1 


水準. 概 襲判断基準

公正の判断は、行動を組こしたいという自己欲求から引き出� 

される。判斯理由をま当化しようという震簡はなしただ敏

畠己欲求に

O A自己欲求

求を主張するのみである。(例:それを使いたいから欲しい〉。

よる濯沌と

2公正の斡断は依然、歌求中心であるが、身体の大ささや性別� 

や性差

s外民的特徴した判断� 

といった外見的特徴に基づいて理由づけするようiとなる。主

躍は変わりやすく、自分に有利iこする傾向がある。(伊U:女

のそ子だから一番たくさんあげる)� 

S公正の戦慨は、最安密な平等の概;急から引き出される。正当化� 

は形式的な平等の原熊!と一致しているが、一方的で柔軟性に

務式的平等

A形式的平等1 

欠ける。(倒:みんな閉じだけもらうべき}

安中心とす

4公正の判断は、符動の結果から引き出される。人は糞割に関� 

主主い判断

る~軟性の B貢献や功績

してお返しを受けるべきだと考える。費拡や功績の様念が現

れるが、いまだ一方的で柔軟性に欠ける。(伊~ :がんばった

人に一番多くあげる)� 

様々な人が存底しているが、人間的価植は等しいことが理解� 5A個人の尊重2 

されている。特到なニーズ〈例えば、積底〉による窓張密室

視する。選択は対立する主張の関で量的に妥協しようとする傭人の尊建

と状況に応 (例:殺をいちばん多くし、彼女はいくぶん少なくする)

6BJ誌や平等の真の意味を考える。様々之主人の主緩や状況の特� 

のある判断

B公正の棄のじた柔軟性� 

難聴と状i兄 殊性を理解する。すべての人は役割に見合った報酬惑と受けら

の特殊性 れるべきであるという蕗識から正当化がなされる。{とのこ

とは、みんな在同じよう記扱うことを意味しない。〉� 

William Damon，The SocIal勘� wldoftheぬ'ild， Jo鮒� ey-BassPublishers，1977 pp74・77

を最照し筆者作戎ー� 

4 



表2 公正概念の発意段階と発達課題

段結1

搭載綾階

自己歌求(それが持きだから くさん欲しい)

猪達課題

発遺諜鰯φ 自信中'L'性を抑制した料断

おおむねの年齢時期

続完懸� 4'"'-'6歳児

段轍2 外見的特者支や韓麓(女の子だからたくさんあげる) 発漉繰題窃外見や性畿ではなく形式的『平等の麗員.lJJによる斡断

段階3

段階4

設踏S

形式的平等(みんな問じだけもらうべき〉

↓ 

震設や劫績(頼醸った人に多くあげる}

よ

傍人の尊重{一番題っている入に多くあげる〉

よ

持遥諜懇命 擁妬を静養護した能者の� r功績の評釘J1とよる特欝

発達機題@ 人々の違いの部識と� f僚人の尊議j による守勢街

発逮課題窃公亙の意味を問いながら状視に応じた判騎

児議期前半 7~9識児 

究室麓期後半 10~12 議党

設階6 公正の棄の意味と状祝の特殊性(論争問題学審が可能となるや等段!鵠)� *立窓生緩的な学校術家庭陣地域の環境構成

pさんはもっともキレイなブレスレットを作ったので、ほかの二人よりもたくさんあげるj といっ

た田容をする。このように� 1水準では、� f荒葬式的平等j、f貢献や功績Jといった柔軟性はないが公

正を判断する器準が明確になっていく。� 

2水準では、「彊入の韓重と状祝比率乙た裳軟性のある戦i断Jがなされる。第6段需となる� 2-A
では、� f器禁が渇いているひとにはたくさんあげて、欲しくないひとには少なくてよいj のように、

翻人のニーズによる分配を悲悔する。この段階の子どもたちは様々ま人が存癒することを認識し、

それぞれ街個人として尊蓋すべきことを理解している。接接段階となる第6段階2-Bは、第6段

階の回答がより精織化し懇織化した段構であり、公正の真の意蹴を考えるとともに、様々な人の主

張や状況の特殊性を瑚略している段離とされている。

ヂーモンの轍査によると、米関の子どもたちは札� 7議児ですでに第4段措l-Bf黄議長や功績j

による判断が多くなり、� 8重量ごろになると第5段階� f悟入の尊重j の段階が多くなっているのそれ

に対して棋の公正概愈発遠藤を設が国において追試した調査によると、日本のよ子どもほどの年齢に

おいても第3段階1…Ar形式的平等iの段階が多いとの指摘されている8o  

2 公正援愈謹逮識の織法教曹A の示唆

上述したヂ…モンの所論及v我が爵における追試は、我が閣の子どもたちへの憲法教脊の在り方

に多くの恭唆を与える。特iこ盤襲だと考えられるのは以下の3点である。

第� 1に6段轄の発建段階を提出したことにより、表2にポすように⑦発撞の方!向性と@各段階の

発達襲賦が明確になった。幼児期においては自己中む性のある判断や外見的特徴引金鍾iこもとづく

判断者乗り越え「形式的竿等」といった能者に合理的な説明が可能な公正さの判断基準を構成して� 
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いくことが捧逮課題となる。また児童織においては第3段階� f形式的平等jから第4段階� f貢議長や

功績Jによる判断を経て第5段欝「髄人の尊重jに向けて発達する。例えば、第3段轍� f形式的平

等jの子どもには発達課難@f嫉妬や欽求を抑制し能者の能力や撲献の評舗による判断jが観織と

なるというように、各議選投暗における発議韓題が明離になっている。究室設鎮の灘怯教育では、名

段階の発達課題が達成されることをねらいとした単元構成が必要となるわけである。

第 2~こデ…モンの公概念発遣の最経段階は、「傭人の尊盤を基礎とし公正の意味を摺いながら、

状況に応じた判断が下せることJとなっているのこれはアメヲカ合衆国憲法とりわけ檎利章典にお

ける「個人の棲剥の噂重j の理念と合致している針。ヂーモンによる公正概念の発議段階輸は、

アメリカの子どもたちが合衆国憲法誌基づく公正概傘を身に付けていく議韓を明らかしたわけで

ある。この点は持遣に応じた憲法学習の検討や憲法にもとづく論争問題学饗の在り方に大きな示唆

を与えると考えられる。

第 3~こ、械が菌の子どもは、形式的平等にもとづく判断の傾向が強く、錨人の尊重にもとづく判

断が苦手であることが発議論上から明確になった。例えば、裁が国の子どもたちは平等権〈憲法1 

4条)の表面的な理解は容易であるが、個人の尊重(識法� 13条〉の理解は臨難であることが恭唆

される。米国の子どもたちは� 8議くらいになると� f髄入の尊麓j にもとづく判断ができるとされ、

児議期高学年には合衆諮鑑法の基礎にある� f個人の尊重jを司常生活レベルでも理解できる。しか

し執が匿の子どもの場合、児童期高学年においても� f形式的平等jの鵡向が強く、詰本闘機法の議

議にある「個人の慧議jを日常生活レベルで理解できないまま、憲法学習が展開されることとなる。

少なくとも児童期令終えるまでには第8設欝「個人の尊議jまでの発達をとげていることが必襲で

あろう。� 
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